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光
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搬
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あ
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あ
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あ
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な
か
っ
た
が
，r
い
北
海
道
館
期
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の
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任
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御
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な
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関
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． :一2
一別
い
し
な
が
ら
御
説
明
の

，- :一一
ら
な
い
と
こ
，0
を
一一制
つ
た

御
説
明
終
る
と

:

大
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あ
る
が
最
も
的
果
の

挙
り

場
し
し
u一構
は
何
か
、
:

第
'

一は
人

:

L
解

:

化
の
:一一一果
の
一一一一・
て
お
る
河
川
は
:

四

所
か

、
第
三
は
一u一一 :

能
の
解
化
は
や
っ
て
お
る
か
等
で
あ
っ
て
生
物
字
に

御
造
9
-

深
く
あ

ら
せ
ら
る
る
'-
-
-

一一・一一一一一一確
ド
の
御

-
加
と
し
て
恐

一m一 :

-
-
:一激
し
大
々
御
一一一一n
を
中
し
I :

':

f
て
こ
の
大
一=一を
果
し
た
次
第
で
あ
る

的
:

'
」
左
:

・
:

」御
一一一一一構
の
要
一一::に
は

使
=

1
御
説
明
に

使
川
し
た
一一 :

， :
・・

一一 :-一
は

文
中
に

刷
り

人
れ
た
も
の
で
あ
る
、

、'・
'

．じ

．--

．四
．

，・

．
-

-

田

男

咫

尺

記

同 同 同 同 同 同 理 同 同 同 同

,lf

細

合

長
-ln
・一 :::一一

測
組
合
長
一理

一…

向itil-

'狗

理
・一… :

J

常

，務

理

事

安 道 本 新 大 古  自 奥 相 三 堺 l/,1 新 藤 打 i 半
々

部 又 村 谷 館 屋 井 谷 原 好  木 要 技 11i、: 田
、

兵 茂 幸 広  三 恋 悠 重 竹 哲 繁 壬 義 フf
太 子

:i i 吉 一 治 郎 吉 茂 一 治 勇 弥 郎 夫  見 通  %

同同確
事

（代
表
）

同同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 理

大 赤 新 竹 市 石 天 尾 吉 八 東 三 石 奥 中

坂 木 保 I11 川 塚 野 崎  m 木 国 田 ITl 陳

岩 黄 叉  盛 春 正 佐 万 繁 勝 二 謙 露 惣

四 兵

吉 一 」郎 蘭 政 之 市 慶  難 夫  郎 蔵 1li、 衛 i;i

役

員

名

簿

（三
七
・
五
・

-;
選
f-
）



北
海
道
の
:一
解

一般一一-孵
化
事
業
に
っ
い
て

（御
進
識
の
要
旨
）

男

幕
来
の
農
政
字
者
で
あ
り
，

一一p-．
指
導
者
と
し
て
有
名
な
:一一一藤f-
洲
翁
が
そ
の
父
f-
手
の
ロ
授
を
も
と
と
し
て
・っ
一者
作

「';-:
養
秘
無

」
に

農
作

:一一一一

は
r
一大
地
の
化
育
を
動
く
一

一一
，

:

一
こ
と
の
必
要
を
説
い
た
名
文
句
が
あ
り
ま
す
c

之
は
一
般
業
の
一
械
興
は
天
--
:
ー

に
・，
，，，力
を
加
え
て
効
果
を
一一一一J
ぐ
る
こ

と
で
斯
く
し
て
農
業
は

一者
し
く
発
一一一一一して
お
る
の
で
あ
り
ま
す

。
こ
の
こ
と
は
漁
業
に
っ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
m一い
ま
す
が
こ
の
点
は
漁
業

の
場
合
は
未
だ
不

一一一」分
で
あ
り
ま
す

。

+
九
-=:
紀
に
お
け
る
科
学
の
発
達
は
極
め
て
願
著
な
る
も
の
あ
り
ま
し
た
が

、
そ
の

一
に
数
え
ら
る
る
魚
類
の
人
工
解
化
は
正
に
こ
の
:一和

神

と
相
通
ず
る
も
の
で
特
に

、
サ

ケ

・
マ

ス
の
解
化
一一一-l-業
は
最
も
ょ
く
そ
の
性
格
を
表
わ
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す

。

私
は
現
在
の
北
海
通
大
学
の
前
一一一一・-一一一北
帝
国
大
学
般
科
大

，水
産
学
科
を
出
て
千
歳
一一一:化
場
に

一一一一一・
破
一
し
た
緑
故
で
こ
の
事
業
に

関
係
し
て

一n

+
余
年
に

な
り
ま
す
が

、
こ
の

一一一神を
体
し
て
得
た
経
験
に
:

…
:
:

l一一い
て
本
一H:
效
に

御
語
を
中
上
げ
る
光
栄
に

浴
し
た
こ

と
は
誠
に

感
激
の
極
に

1llf

じ
ま
す

。

:

-
::H

北
太
平
洋
水
域
の
特
産
で
あ
る
:

E一属
（一一）nc

ho
r
hy
n
c
hu
s

）
に
は

、
べ
一一
マ

ス

（〇
．ne

rk
a

）、
サ

ケ

（0
・ke

ta

）、
マ

ス
ノ

ス
ケ

（（
）・

tsc
ha
W
y
tsc
ha

）、
ギ
ン
マ

ス

（0
．

k
isu
tc
h

）、
カ
ラ
フ

ト
マ

ス

（（
）
．9orb

u
s
ha

）、
サ

ク
ラ
マ
ス

（（
）
．ma

sou

）
の
六
概
が
含
ま
れ
て
お

り
ま
す

。そ
の
中
サ

ク
ラ
マ

ス
を
除
く
五
概
の
も
の
は
こ
の
水
域
を
か
こ
む
ァ
メ

リ
カ

、
ア
ジ
ア
の
各
国
に

於
て
漁
獲
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す

。
こ
れ
等
の
資
源
の
一
部
と
主
と
し
て
日
本
に
産
す
る
サ

ク
ラ

マ

ス
と
が
北
海
道
の
サ

ケ

・
マ

ス
ー

m
業
の
対
象
魚
種
で
あ
り
ま
す
c

サ

ケ

・
マ
ス
類
は
そ
の
産
額
の一

一n一一い
こ
と
、
食
品
価

:一m
の
商
い
こ
と
で
-l-
界
有
数
の
一
漁
業
で
あ
り
ま
す

。
北
一m
通
-f
道
に

於
て
も
古
く
か
ら
行

2

算

一
国

な
わ
れ

一一
シ
ン

漁
業
・一， J:1::一、に
入

，を
・一る
約
四

一自
年
前
に

=
本
人
に

よ
っ
て

始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
が

、
ニ

シ
ン
ー

漁
業
は
近
年
4
I

く
・
使

-1--
し
た
に

も
拘
ら
ず
サ

ケ

・
マ

ス
、漁
素
は
依
然
と
し
て
-lT-
要
漁
業
た
る
地

位
に

あ
り
ま
し
て
近
年
は
本
通
漁

一M一の
一一一 ::
，位
を
1
l i
め

て
お
り
ま
す
c

一一
れ

は
古
く
か
ら
そ
の

器
殖
を
保
護
し
殊
に

後
年
に
は
/

、一工
一解
:

化
を

一・一・一と
す

る

解
化
事
業
に
っ
と
め
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
，

:
j

ー

サ

ケ

・
マ

ス
は

一一一一:夏
の
候
北
太
平
洋
か
ら
出
て
、沿
岸
の
河
川
に

向
て
・-E

遊
を
始
め
千
島
列
島
に

沿
て
南
下
し
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
北
海
道
に

接

岸
し
漁
獲
を
免
れ
た
も
の
が
河
川
に

上
て
上
流
で
・一用
卵
致
し
ま
す

，

（娜

一
国
参
照

）。
卵
は
河
-l-
の
一一一一陳の
組
で
11
然
に
解
化
し
羽
し

一一本 :a
-

・m
、
と
な
っ

て
河
中
に

現
わ
れ
海
に
下
て
成
育
場
所
べ
ー

リ
ン
グ
ー

m
に

向
い
ま
す

が

、

こ
の
自
然
の
器
殖
は
内
確
の
開
発
が
:
-

:

-

一一一・一一河
川
環
境
が
m一く
な
り
効
mM・一一を

期
待
す
る
一一
と
が
因
難
と
な
っ
た
の
で

、
之
に
代
る
ff
効
な
方
法
と
し
て

へ
，

:一一解
:

化
の

一…，業
が
行
な
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
--l-
す
' :

-

一那
二
図
参
照
一

海
に
出
て
成
青
す
る
稚
e
、
は
二
年
乃
一・一，・ :一大
年
後
に

、
サ

ケ

で
は
四
年
後

に
最
も
多
く
'一一一一一u一と
な
っ
て
以
前
'i
:

一一-一れ
た
河
へ
川l
つ
て
来
る
興
味
あ
る

羽:
性
が
あ
り
ま
す
'

之
を
M
帰
性
と
称
え
て
お
り
ま
す

。
こ
の
事
は
言
く

か
ら
知
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
解
化
---
業
を
行
・一一:-一・・い
れ
て
か
ら
確
認
;---
る

る
に

一一，一り
ま
し
た
，

一日
北
海
道
の一

，，'工
一一一一化
事
業
は
明
1-l-
十

一
年
に

試
験
的
に

始
め
ら

れ
ま
し

た
が

、
本
格
的
に
行
な
わ
れ
た
の
は
同
二
十
i

・
-
-

，に
千
歳
川
に

一
大
解
化

場
を
設
け
て
か
ら
で
あ
り
ま
す

。
關

一一一一八
十
年
間

，
・一
，、に
拡
破
さ
れ
ま
し

て
現
在
は
一一
の
事
業
一一 :-
一一一一・げ
て
国

一r-
と
な
:・・
，
・一一，- :
道
に

五
十
一五
力

所
の
解

:

化



第

二

図

場
を
配M

l
f

し
、

約
四
億
二
千
万
粒
を
解
化
す
る
能
力
を
具
え
て
お
り
そ
の

規
模
は
-=:
界
最
大
の
も
の
で
あ
り
ま
す

。

（第
三
・

:

那
四
図
参
照

）

ま
た
解
化
の
技
術
は
初
は
ァ
メ

リ
カ
に

一-lr，つ
た
も
の
だ
が
永
い
般
月
の

間
に

之
に
改
良
を
加
え
、
或
は
独
創
的
研
究
に
っ
と
め

て
現
在
で
は
解
化

按
術
は

-=:
界
的
米
準
に
．-一一す
る
進
歩
を
見
ま
し
た

。

一9

一=
然
器
殖
に

較
ぺ
て
人
T一
解
化
は

ど
の
一一一:F，-度
の
効
果
あ
る
か
に
っ
い
て

は
来
だ
充
分
な
る
一一一-
究
成
果
を
得
て
．
・r

:一り
ま
せ
ん
が

、
実
際
に

試
験
を
行

な
っ
て
見
一r
--l-
す
る
と
人
工
解
化
で
は
九
・:
?

・
二
'

。。を
解
化
し

得

る

に

反

し
、
自
然
の
解
化
で
は
最
良
の
条
作
の
下
で
も
二
L;
・
L:
一一一一一
に
、過
ぎ
な
い

の
で
あ
り
ま
す

。
又
特
に

北
一m一一通
に

於
・

さ
ま
し
て
解
化
・一一'一一一一一一が
:

M
l一一f i:一一一一 :

・一・

に

与
え
て
オ
る
前
一一一者
な
る
影
一一n :一は
稚
-lla
放
流
数
の
多
少
は
四
年
後
の
、漁
整

の
多
少
に

比
例
し
て
現
．a
．る
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て

、
之
に
っ
い
て
一一:～
・一ノ
、

正
年
間
に

こ
の
-1;
実
を
見
出
し
ま
し
て
商
来
之
に

よ
っ
て
、漁
推
の
予
--l-
が

出
来
て
、漁
業
経
r

，
f

に
安
定
性
を
与
え
，J
-

-

-

一
り
ま
す

。
斯
様
な
一一
と
は

．洲遊

無

．類を
=
的
と
す
る
漁
業
に

於
て
は

、
他
に

条
り
例
が
な
い
の
で
あ
り
・r
-l-

す
o

（ :
第
-7-
図
参
照
、）

こ
の
-ii-
帰-
は
一一1- l:
-
-

M一放
流
数
に

対
し
て
如
何
な
る
率
で
帰-
つ
て
来
る
か
を

調

べ
---
す

と
、
続
計
上
か
ら
は

一
%

乃
一一一一二
%

が
成
一…一--aとし
て
北
海
道
の

沿
岸
に

帰
る
と
一'-
う
こ

と
が
解
り
ま
し
た

。
又
実
際
に

稚
魚
に

標
識
を
附

し
て
放
流
し
た
結
果
に

よ
れ
ば

、
常
一f
川
に

於
け
る
試
験
で
は
〇
・
五
一一一:-

が
再
-hl-
さ
れ
て
お
り
ま
す

。
（ :

第
六
図
参
照
）

9

解
化
事
業
は
国
一
．一
…一一で
行
な
わ
れ
'一，J
お
り
ま
す
が

、
こ
れ
に

よ
っ
て
利
益

第

三

図

第

四

図



を
字
け
る
漁
業
者
と
沿
川
一 :
日-i-
民
と
が

進
ん
で
共
に

解
化
---
業
の
遂
行
に

協
力
す

べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら

そ
の
実
現
に
っ
と
め
ま
し
た
結

果

、
現
在
で
は
有
力
な
る
民
間
団
体
が
組
繊
さ
れ
て
、活
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。
即
解
化
事
業
は
国
一一一，-
で
あ
り
ま
す
が

、
実
質
的
に

は

一n
民

一
体
の
事
業
と
中
し
て
よ
い
の
で
あ
り
ま
し
て

、
こ
の
在
り
方
は
北
海
適
独
特
の
も
の
で
あ
り
ま
す

。

因

然
し
サ

ケ

・
マ

ス
、漁
業
の

:

超
場
一
と
ま
た
四
囲
の
情
勢
か
ら
観
ま
し
て
今
後
孵
化
事
業
は

一
用
拡

一・一:-一強
化
せ
ね
ば
な
り
ま
，- ::J

ん
が

、
:

他
面
・

一

の
事
業
の
効
果
を
阻
む
一 :

-
-
:
:

一前
一
の
障
t
:

特
に

甚
し
い

河
川
の
水
S一一一一一一一濁 :

や
不
法
漁
整
等
の
防
除
を
微
底
せ
し
む
る
必
要
あ
り
ま
す
（
）
一一v-，北
' :，
、一'f

洋
を
か
一J
む
．．

:

-
-
-

1

・ :

一E-一は
そ
の
共
通
の

資
源
を
護
る
た
め
に

国
際
解

:

化
事
業
を
実
施
す
る
必
要
あ
り
ま
す
の
で

、
そ
の
機
・'，一の
到
'

来
速
か
な
る
一一

と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
c

l ,n1l, ,,山l明lllll

第

六

図



若
令
親

魚
の
交
配
に

っ
い
て

北
一m
一一n
さ
け
・

ま
す
解
一化
理
一北
見
支
用

武

田

重

秀

「ま
す
の
す
け

」
の
一有
・一一
親

:

m一の
交
配
を
行
な
っ
た
処
二

年

組
、

三
一一一一，-m
と
し
て

:=-
鼎
し
た
期
一一一M一は
ほ
と
ん
ど
が
雄
（- l・-

）で
雌
（
o
t・'，-

は
構
少
数
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
ヮ
シ
ン

ト
ン

州
の
年
報
で
見
-l-

し
た
の
で
参
考
j-
で
に

掲
げ
ま
す

。

目

的

一-・ :一一a一な
一一一一一一 :一一一か
ら

一-1-f
な
子
一係
、
こ

と
に

一一一
1
，l-'
雌
が
ど
ん
'

，

一国

一川'に
出

一，か
を
決
定
す

，っ

。

場

所デ
ス
チ

ュ
ー

ト

川
ピ
ュ
ー

ゼ
ツ
ト
サ

ウ

ン

ド
の
最
南
端
に

あ
:

，

川

8

:I
::

A
群
は
B
解
J:
り
も
二
年
生
合

（金
部
合

）
が
明
ら
か
に

多

い
o

:
i

「
A
一解
の
三
年
---a
の
四
・
九
%

は
一子
、
B
一解
は
六
・
一
%
が
o一-

で
余
り

明
確
な
相
異
は
な
い
'

，

ln
A
・
B
両
辞
は

一
九
五
七
年
に

デ
ス
子

ユ
ー

ト

川
に
一一一M-
）た

も
の
の
中
、
明
ら
か
に

一一
の
試
験
に

参
加
し
な
か
っ
た
．
'

l・一 :

M

の
o
-
-

一一
一
一
・
．ル

。。． ノ
・一-‘一
り
も
f
:

-

，

な
く
な
か
っ
た
っ

1

一E
、
力

リ
ー

一・
オ
ル

一一

、の南
方
か
ら
ア
一 :

，ス
力
:一一 :-一西
部
に

一一-
る
:
-
一一一一．j
布
-
-
1

・一

い
る

（ァ
ジ
ヤ
ー---
…一一，の
も
の
を
除
い

一（、J一
「ま
す
の
す
け

」
は

一一一:
通
四
1

，

五
年
で
成
一m
-la
と
な
り
:

-
:

r
M

，

体
lli
一
二
-
'

一五
ポ
ン

ド

（五
・
四
-
-

-

・
'
'-

キ
ロ

グ
ラ
ム

）

あ
り
晩
春
河
に
拆
て
・一一の終
に
確
那
す
る
春
一
-

一s
Pr
in

9

chim
ok

一
と
軟
源
1:
L
て
す
ぐ
姓
那
す
る
秋
-f
-

F
一一一一c

hi

一一oo
k
一

と

が
あ
り
欲
-f
の
方
は
-
化
し
て
m
か
の
期
間
河
川
に
お
る
が
や
が
て

一m
に

で
て
行
き
春
-ll9
の
方
は
大
-
-ll-
に
す
ぐ
下
ら
ず
に

一
年
位
河
川
内
に

9
つ

て
生
活
す
る

。

以
上
はr

r

1-l-

「:一の
す
け
，一
の
試
験
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が

、
い
・
f

は
故

，、と
な
ら
れ
た
斎
藤
J-
、太
」=一一一 :一L一が
さ
け
の
交
配
時
に
:
-
-

-

::

い
一一・一・一一一一

使
用
す
る
二
と
を
非
常
に

様
つ
て
合
は
で
き
る
だ
け
大
き
ぃ
の
を
使

え
と
や

か

-l-
し
く
、::
っ
て
お
ら
れ
た
こ

と
が
一-一い
出
さ
れ
ま
す

。



る
と
い
う
の
で
反
対
論
が
出
て

、
こ
れ
に

尾
-B
が
っ
い
て
ま
た
ま
た

ヤ
マ

べ
と
f
の
子
と
の
関
係
が
論
識
さ
れ

、
小
10
新
聞
紙
の
投
-llt
lf

「万
一一率 :

鏡
一

」
を
限
わ
し
た
も
の
だ

。

こ
の
第
二
次
の
論
較
は
前
回
の
山
内
氏
と
の
場
合
の
む
し
か
え
し

で
も
あ
る
が

、
さ
ら
に

四
寸
来
満
の
ヤ
マ

べ
禁
漁
是
非
論f
が
加
わ
っ

た
の
で
間
題
は
複
雑
化
し
た

。
当
時
の
新
聞
投
-l!-
構
は
全
部
切
抜
い

て
あ
る
し
、
ま
た
一一一一:
方
面
か
ら
一M
接
筆
者
に

寄
せ
ら
れ

．
-

，
-一n
，
-

面
も
保

存
し
て
あ
る
の
で

、
三
十
余
年
後
の
今
日
こ
れ
を
読
ん
で
興
味
出
:

々

た
る
も
の
が
あ
る

。し
か
し
ャ
マ
べ
に
関
す
る
研
究
は

、
そ
の
後
大

に

進
み

、
こ
と
に

水
確
試
験
場
の
大
野
磯
・一-一氏
は
立
派
な
業
紙
を
-li-

げ
ら
れ
た
し
、
筆
者
も
-at
ll-
柄
折
に

般
れ
ャ
マ

べ
間
題
に

関
す
る
識

話
や

養
臓
指
導
に

当
り
て

、
そ
の
普
及
宣
伝
に
っ
と
め
た

。

近
頃
で
は

一
般
の
f

、び
と
も
、
だ
ぃ
た
い

一」の
間
題
は
一源
解
さ
れ

て
お
る
と
思
う
が

、
時
と
し
て
や
は
り
論
破
の
的
と
な
る
こ
と
が

あ

る

。
元
来
こ
の
f
は
わ
が
国
の
特
確
と
ぃ
う
て
よ
い
も
の
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
し
て

、
ま
た
こ
の
主
流
地
北
海
通
の
重
要
-lla
業
の

一
と

し
て
一一afat-
資
源
の
保
存
:lf
整
は
重
視
さ
れ
、
多
額
の
国
費
と
受
益
者

の
協
力
と
に
よ
っ
て
解

:

化
-!-c
業
の
拡
充
整
備

、
特
に

能
f
十
億
粒
採

卵
解
化
拡
売
の
一一一一一 :

n
を
見
る
機
速
に

な
っ
た
が

、
f
に

つ
い
て
は

、

と
に
か
く
経
視
さ
れ
勝
で
あ
る
こ
と
か
ら

、
こ
の
際
こ
れ
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る

。そ
れ
に
は
か
っ
て
の
-tl-
著

「ヤ
マ

べ
の
話

」
に
一m :l-

補
改
訂
を
加
え
て
ヤ
マ
べ
間
題
の
認
識
を
-
-

く
把
一一Mlaし
て
資
い

、
次

い
で
f
の
解
化
放
流
事
業
の
効
果
一m :
進
を
図
る
上
に

、
特
に
必
要
と

認
め
る
銀
毛
ヤ
マ
べ
の
飼
育
放
流
の
実
施
さ
る
こ
と
を
提
llm
す

一・，- :
・

次

第
で
あ
る

。

一
ヤ
マ
ぺ
物
-i

ヤ
マ
ぺ

の
名
一一-

北
海
通
の
長
い
冬
の

“・ :・ :
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
山
に

野
に

、
ま
た
は

河
や

湖
沼
に

1・1
然
の
行
楽
を
恣
に

し
て
煩
わ
し
い
-=:
俗
を
し
ば
r
）く

忘
れ

、
か
っ
心
身
と
も
に

他
や
か
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
が

、
，，、情

で
あ
ろ
う
っ

こ
と
に
こ
の
際
的
遊
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

、
、:れ
を

楽
し
む
人
が
益
々
多
く
な
っ
た
が

、
就
中
最
も
興
趣
に
富
む
・
-
の
は

本
道
独
特
と
い
う
て
も
J
い
ヤ
マ
べ
:

約
で
あ
ろ
う

。そ
し
て
的
た
ヤ

マ

べ
を
見
て
は

「こ
れ
が

-f
の
子
か

」「1「ヤ
ーf
の
子
で
な
い
-

と
の

論
争
も
起
る
こ
と
は
一M一一も
い
ま
も
同
じ
で
あ
ろ
う

。
ま
た
ヤ
マ

べ
一的
一

は
趣
味
・

行
楽
と
し
て
捨
て
難
い
の
で
大
に

行
な
わ
れ
て
お
る
が

、
こ

の
典
に

は

f
の
一
番
'値
一

保
護
を
9

流
' :

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
r
:

一一・-「

限
が
光
つ
て
お
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
ぃ
。
そ
こ
で
ヤ
マ

べ
は

-f
の
子
か
ど
ぅ
か
の
間
題
が
起
き
て
来
る
の
で
あ
る

。

ャ
マ

べ
と
称
す

る
は

、
北
海
適
と
東
北
地
方
の

一
部
で
あ
っ
て
本

州
の
大
部
分
で
は
ヤ
マ
メ

と
称
え
る

。
し
か
し
こ
の
他
に

本
州
で
の

名
称
は
各
地
各
様
で
あ
る

。
例
え
ば
ャ
マ
メ

（関
東
）
、
ァ
マ
，一，（開

西

）、
ヒ
ラ
メ

（山
陰

）、
ェ
ノ
ハ

（九
州
）
、
ア
メ

ノ
ウ
ー

フ

ー

一一一一a lt一一

湖
、一等
々
で
あ
る
が
右
の
中
ア
マ

ゴ

、
ァ
メ

ノ
ウ

ヲ

等
は
ヤ

一
べ
と

:

-

，
:-
別
統
と
す
る
学
者
も
あ
る

。一
即
ア
ー

ノ
ウ
ラ

は
サ

ク
ラ
マ
ス

と
は

li

ま

え

が

き

大
正
十
年
一項
で
あ
っ
た
と
思
う
が

、
当
時
北
大
:9-
学
科
の
山
内
識

師
は
多
年
に
直
る
約
魚
経
験
か
ら

「ヤ
マ

べ
は
-f
の
子
で
は
な
い

、

ヤ
マ
べ
は
ヤ
マ
ぺ
で
あ
る

」
と
結
a
し
て
小
t0
新
聞
に
寄
--lf
し
た

。

山
内
氏
は
魚
学
専
門
家
で
な
い
か
ら
黙
設
し
て
も
ょ
ぃ
が

、
大
学
の

先
生
と
い
う
肩
--l-
で
や
っ
た
の
だ
か
ら
世
人
に
信
川
さ
る
る
可
能
性

が
強
い
の
で
-f
漁
業
の
維
持
:l-
進
の
た
め
に

-
の
子
で
あ
る
ヤ
マ

べ

を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
の
も
と
に
漁
業
取
締
規
則
を
制

定
す
る
と
と
も
に

、
全
道
に
人
工
解

:

化
;!;-
業
を
奨
動
し
て
お
る
北
海

道
庁
と
し
て
は

、
山
内
氏
の
発
表
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
お
く
わ

け
に
行
か
な
い
の
で

、
こ
の
間
題
に

関
し
て
多
少
調
べ
て
お
る
筆
者

l
当
時
は
水
産
成
-
:li;
在
動

1
の
名
を
も
っ
て
同
新
聞
へ
「ャ

マ
べ
は

-
の
子
で
あ
る

」
と
の
反
取
-f
を
発
表
し
た

。
こ
れ
が
導
火

線
と
な
っ
て
山
内
氏
と
-llE
者
と
の
間
に

は
勿
論
で
あ
る
が

、 :

那
三

一一 ::

の
立
場
に

在
る
学
者

、
投
術
者

、
的

・、等
か
ら
一
資
一本
，
-

画
論
が
と
び
出

し
て
準
か
な
応
動
が
行
な
ゎ
れ
留
ら
く
の
間

、
到
一一一でこ
の
語
題
で

限
わ
っ
た

。

こ
の
納
論
は
新
聞
紙
上
で
は
勿
論
出
な
か
っ
た
が

、一a一
来
ヤ
マ

べ

と
f
の
子
の
間
題
に

つ
い
て
真
剣
な
研
究
が
行
な
わ
れ
る
機
一理
が
藤

成
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
収
整
で
あ
っ
た

。

筆
者
は
大
正
末
期
に

道
庁
水
産
-a
に
転
動
し

、
主
と
し
て
行
政
部

門
に

携
る
こ
と
に

な
っ
た
が

、n
l
H

和
二
年
度
か
ら
第
二
期
の
北
一m
這

一一m
整
．

計
画
の
実
施
に

よ
り

、
解
:

化
-ll-
業
を
:一一一・一一」強
化
し
て

、
そ
の
効

果
を
能
保
す
る
た
め
に

、
f
人
工
解
化
放
流
に

よ
る
稚
魚
、
即
ヤ
マ

べ
を
保
護
す
る
た
め
に

強
力
な
る
指
置
を
-a
す
る
必
要
上
、
f
人
工

解
化
場
の
あ
る
重
要
河
川
に

お
け
る
体
長
四
寸
未
満
の
ヤ
マ
べ
の
採

li0
を
禁
止
す
る
規
一
則
を
定
め
た
o

と
こ
ろ
が
こ
れ
で
は
的
遊
者
が
困

l0

l-↓
本
文
に
於
て
単
に

f
と
あ
る
は
す
べ
て
サ

ク

一 :'マ
ス
を
指
す

e
大
-f
正
-f

「・-一の研
究
に
よ
る
一n
-

a
…一-
（
ア
'，一ノ
ウ
ラ

）

と

そ
の
河
川
型
の
ア
マ
ゴ
に
っ
い
て
は
本
文
は
-一れ
て
い
な
い
e

半

田

芳

男

銀
毛
ヤ
マ
ぺ
の
飼
育
放
流
を
提
唱
す





る

。
ち
・r一う
ど
接
い
時
で
あ
り

、
水
辺
に

は
統
々
の
民
虫
類
が
飛
来

す
る
の
で

一一一一に
水
面
に

照
て
こ
れ
を
捕
食
す
る

。
こ
の
頃
毛
針
を
も

っ
て
ャ
マ

べ
を
釣
れ
ば

、
実
に
-
-

く
か
か
る
こ

と
は
釣
人
の
知
つ
て

お
る
と
こ
ろ
で
あ
る

。
や
が
て
一着
さ
も
い
っ
し
か
去
り
炳
が
来
る
頃

に

な
れ
ば

、
河
…一一一:
の
ill-
集
は
赤
黄
を
截
り
交
ぜ
た
錦
を
水
に

映
ず
る

時
と
な
る
と
と
も
に

、
新
ら
し
く

一一一に
な
っ
た
算
が

、
海
か
ら
-
L
:

っ

て
き
て
産
卵
す

一・一-。
そ
の
場
所
は
あ
た
か
も
前
記
の
-le
の
子
の
遊
ぶ

所
で
あ
っ
て
こ
こ
に
-n
味
あ
る

。
そ
し
て
物
發
い
生
存
競
a:
の
一場
面

が
展
開
さ
れ
る

。
そ
れ
は
親
-lB
が
す
で
に

述
ぺ
た
、通
り

、
数
力

月
の

銀
難
と
辛
普
の
-fl-
か
ら
の
長
い
旅
を
続
け
て

、
』J

う
や

く
そ
の
=
的

を
達
せ
ん
と
す
る
時
で
あ
る
の
に

何

一…一:・
ぞ
、
そ
の
産
ん
だ
卵
を
食
わ

ん
と
し
て
大
小
多
数
の
-f
の
子
が
、
そ
の
後
に

控
え
て
お
る
と
は

。

同
類
相
食
む
と
い
う
か
一一一 :
、
そ
れ
・-

，
-

・

り
も
さ
ら
に

深
刻
な
親
子
-l-
第

相
食
む
と
い
う
方
が
通
切
で
あ
ろ
う

。
生
き
ん
が
た
め
に
自
分
の
親

兄
弟
を
義
一 :

t
-一に
供
す
る
こ
と
は

、
人
間
社
会
の
見
情
い
…一一一相
ば
か
り

で
は
な
く

、
魚
の
社
会
に

も
行
な
わ
る
る
は
已
む
を
得
な
い
か
も
知

れ
な
い
が

、
万
物
の
一一通
長
と

一 :::-一性
・f・
る
人
間
が

、
こ
の
事
実
を
知
つ

て
は
省
て
感
な
き
を
得
な
い

。

筆
は
脱
線
気
味
と
な
っ
た
が

、
か
よ
う
に

卵
を
食
は
ん
と
し
て
集

る
-f
の
子
は
終
に

そ
の
目
的
を
逮
し
て
卵
を
食
う
こ
と
は

少
く

な

い

。
こ
の
こ
ろ
の
-lB
の
子
の
胃
袋
の
中
を
調
べ
て
見
る
と
、
必
ず
-le

卵
が
這
入
し
て
お
る

。
的
に
経
験
あ
る
人
は
筋
子
を
以
て
ヤ
マ

べ
を

的
る
の
が
最
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
お
る
報
卵
を
好
む
の
で

あ
る
．

。
こ
の
こ
ろ
の
-f
の
子
の
大
き
さ
は
八
～
九
種
内
外
に

な
っ
て

お
る

。
し
か
る
に

こ
の
小
形
の
算
の
子
の
中
の
雄
は
成
熟
し
て
自
子

の
で
る
も
の
も
あ
る

。
そ
し
て
体
色
は
-n
味
を
帶
び
て
お
る
こ
と
も

よ
く
知
ら
れ
て
お
る

。
そ
れ
が

-ll9
期
魚
の
産
卵
の
後
を
追
い
回
す
の

で
あ
る

。
早
熟
と
い
う
か

、
と
に
か
く
こ
の
小
形
成
一
期

．
-

一m
は
-f
期
一一一

の
・-

）順卵
に
附
L
-

一e
概
一
て
お
る
の
で

一照-:-卵
に
関
係
あ
る
か
の
ご
と
く
考
え

る
人
が
あ
る

。
す
な
わ
ち

-f
の
雌
に

こ
の
小
形
の
雄
が
受
精
す
る
の

だ
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
が

、
こ
れ
は
す
で
に

述
べ
た
通
一照'
卵
を
食

は
ん
が
た
め
に

く
る
の
で

、
-ll9
親
一…一--aは
、，派
に

正
規
の
雌
雄

一
対
で

産
卵
を
一一一一 :む
の
で
あ
る

。
こ
の
こ

と
は
・解

」
-
'

卵
場
に

集
る
-f
の
子
は
小

形
成
熟
の
難
ば
か
り
で
な
く
、
未
熟
の
雌
雄
も
多
数

一一新
で
あ
る
こ

と
で
も
解
ろ
し
、
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
に
産
卵
す
る
:

難
に

も
同
様
ヤ
マ

べ
が
!f
集
す
る
の
で
も
:

=
的
は
食
a-
を
索
る
に

あ
る

。

秋
も
ゃ
が
て
去
り

、
冬
と
な
る
と
河
水
温
は
下
り
、
-le
の
子
は
そ

れ
ぞ
れ
河
中
の
比
較
的
温
暖
な
場
所

、
主
と
し
て
初
水
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ま
た
は
湧
水
の
支
流
な
ど
に

移
つ
て
冬
を
越
す

。
水
冷
け
れ
ば

組
も
食
欲
な
く
な
る
し
河
の
中
に
も
．解
料
と
な
る
生
物
も
少
く
な
る

の
で
f
の
子
は

、
殆
絶
食
状
態
と
な
る

。
但
湧
水
中
に

お
る
も
の
は

あ
る
程
度
解
を
と
り
成
長
す
る

。
し
か
し
冬
も
去
り
水
温
む
こ
ろ
と

な
れ
ば
再
び
以
前
の
河
に

姿
を
現
は
す

。
す
な
わ
ち
四
月
以
降
に

は

二
年
子
と
し
て
出
現
す
る
わ
け
だ
が

、
冬
期
間
は
成
長
純
い
た
め
前

年
の
事
こ
ろ
の
大
き
さ
と
あ
ま
り
変
ら
ず
む
し
ろ
表
せ
て
お
る

。

こ
の
時
の
-lle
の
子
は
体
は

、
比
較
的
細
長
く
体
色
は
銀
白
色
を
呈

1ll

し

、
特
有
の
斑
数
は
判
然
と
表
面
に
で
て
な
い
し
、

背

一f
の
前
端
が

黒
色
を
帯
び
て
お
る
の
が
特
徴
で
あ
る

。
こ
の
銀
自
色
は
購
の
い
ろ

で
あ
っ
て

、
こ
の
-a
は
剥
れ
易
し
い
の
で

、
こ
の
一明
の
下
に
は
特
有

の
黒
い
斑
救
が
ハ

ッ
キ
リ
現
は
れ
て
お
る

。
こ
の
体
色
の
-f
の
子
は

銀
毛
ヤ
マ

べ
の
名
称
が
っ
い
て
お
る

。
こ
の
銀
毛
ヤ
マ

べ
の
外
に

前

年
早
熟
し
た
雄
は
黒
ず
ん
だ
-a
の
剥
れ
情
い
も
の
、
前
年
早
熟
し
な

か
っ
た
普
通
の
い
ろ
の
算
の
子
も
相
当
お
る

。

前
々
年
の
秋
に

産
ま
れ
た
卵
か
ら
で
た
-f
の
子
は

、
前
年
中

一
カ

年
は
河
川
で
幕
ら
し
て
本
年
來
:

に

は
二
年
魚
と
な
り

、
い
わ
ゆ
る
銀

毛
ヤ
マ

べ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が

、
そ
の
大
部
分
の
も
の
は
-

l
t
f

で
あ
っ
て
雄
は
少
い
が

、
こ
れ
ら
は
五
月
こ
ろ
に

は
河
を
下
て
海
に

で
る
の
で
あ
る

。
救
に

六
月
以
降
に

な
る
と
河
に

残
る
-ll0
の
子
は
雄

が
多
く
llf
は
非
常
に

少
い

。
こ
れ
が
ヤ
マ

べ
に

は
雌
が
な
い
と
称
せ

ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る

。
そ
れ
で
銀
毛
ヤ
マ

べ
の
雌
雄
の
関
係
は
ヤ

マ

べ
間
題
を
論
ず
る
上
に

藤
め
て
-Ti:
要
な
も
の
で
あ
っ
て
注
意
を
要

す
る
も
の
で
あ
る

。

河
に

残
る
も
の
は
大
部
分
の
雄
と
少
数
の

‘
tl-
で

、
こ
の
年
の
秋
に

十
五
一理
内
外
の
大
き
さ
に

な
り
、
さ
ら
に

そ
の
翌
年
す
な
わ
ち
三
年

魚
で
三
十
種
あ
ま
り
の
大
き
さ
に

な
る

。
こ
の
こ
ろ
は
前
の
早
熟
難

も
一
人
前
と
な
る
し
、
極
め
て
少
い
が
雌
も
産
卵
す
る

。
こ
の
河
の

中
で
成
熟
す
る
-f
の
雌
は

一
尾
二
百
五
十
粒
乃
-f
三
百
粒
の
卵
を
産

む

。一a
に

銀
毛
ヤ
マ

べ
と
称
せ
ら
る
る

、
二
年
子
で
海
に

下
た
も
の
は

一
カ
年
の
海
中
生
活
を
経
て
立
派
に

成
長
し

、
体
長
四
十
-一か
ら
五

十
五
置
く
ら
い
の
f
と
な
っ
て
も
と
産
ま
れ
た
故
郷
の
河
に
帰
る

。

す
な
わ
ち
回
編
一
性
を
発
押
す
る

。
海
に

下
た
銀
…-ー
ヤ
マ

べ
は
大
多
数

の
も
の
は
1ll-
で
あ
っ
た
が

、
成
長
し
て
河
に

・-l-る
算
に

つ
い
て
調
ぺ

て
見
れ
ば
矢
張
り
1ll-
が
多
数
を
占
め
て
お
る

。
普
通
百
尾
の
f
の
中

六
十
尾
か
ら
九
十
尾
は
一雄
で
あ
る

。
な
ぉ
二
年
子
で
海
に
下
た
も
の

に

つ
い
て
海
中
生
活

一
力

年
で
-lB
と
な
る
も
の
は
普
通
だ
が

、
中
に

は
河
川
内
で
三
年
日
:

に

銀
毛
ヤ
マ

べ
と
な
っ
て
海
に
で
る
も
の
も
少

し
は
あ
る
の
で

、
こ
れ
は
四
年
生
の
f
と
な
っ
て
河
に

帰
る
の
で
あ

る
of

の
子
す
な
わ
ち
ャ
マ

べ
は

、
河
の
中
に

現
は
れ
て
満

一
年
の
生

活
を
し
て
体
長
十
三
-l・内
外
に

な
る
が

、
そ
の
中
か
ら
銀
毛
ヤ
マ

べ

に

な
っ
て
-fl-
に

下
て
行
く

。
そ
の
多
数
は
雌
で
あ
る

）
従
つ
て
雄
は

多
く
河
に

残
る
の
で
あ
る
'
ャ
マ

べ
と
は
算
の
子
の
河
に
お
ろ
時
代

の
も
の
を
指
す
の
一一
、
あ
る
か
ら

、
そ
の
中
に

は
海
に

で
る
も
の

、
す

な
わ
ち
銀
毛
ヤ
マ

べ
と
河
に

残
る
も
の
、
す
な
わ
ち
河
川
型
の
も
の

と
が
一一一m一じて
お
る
わ
け
で
あ
る

。
し
か
ら
ば
何
故
に

雌
が
多
く
海
に

で
て
雄
は
反
対
に

河
に

多
く
残
る
か
の
学
術
的
の
説
明
は

、
来
だ
判

然
と
し
な
い
が
-ta
う
に

処
金
な
る
沢
山
の
卵
を
-li-
む
の
は
広
い
細
科

の
豊
高
な
海
洋
に

で
て
成
育
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
要
上

、
1

H
f

が
多
く

海
に
で
る
の
で
は
な
い
か

。
し
か
し
難
も
こ
の
必
要
は
能
と
同
じ
で

よ
い
は
ず
だ
が

、
す
で
に

述
べ
た
通
り

、
雄
ヤ
マ

べ
は
姓
に

〈
ら
ぺ

て
海
に

は
少
く
で
て
多
数
が
河
に

残
て
小
形
に

甘
ず
る
こ
と
は
説
明

15
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じ
敢
て
一J
れ
を
提
明
す
る
-
の
で
あ
ァ
'''一

。
勿
論
こ
の
実
施
に

関
し
て

は
一一一一T:の
施
設

、
技
術
及
び
連
用
方
一一一一一M-f・
・一一一 :' :
部

-u-
に
っ
い
て
関
係
機

関
に
;-
い
て
:
-

W
:

-
-

-

----
れ
ね
ば
な
r
）な
い
と
思
う

が
M
::

，者
と
し
て
は
こ

の
趣
一J:
を
述
ぺ
て
各
位
の
般n
成
を
得
て
実
現
の
速
か
な
る
一一
と
を
期

待
す
z一
次
第
で
あ
，?
・

'

（
一一七
、
ハ

、
二
C
記

一

20

陸

:ae
孵
化

場
の
疎
開

を
提
唱

す

広

田

源

造

札

幌

i
t
i

北
'

一
条

西

十

四

T
l1

一-
狩
川
は
底
清
く
ゎ
れ
等
が
心
を
あ
ら
わ
し
て
大
野
ヶ
原
を
流
れ

た
り

。
こ
の
名
:

句
が
生
れ
た
頃
は

、
清
流
を
好
む
能
-le
の
母
な
る
川

と
し
て

、
石
狩
川
は
理
-ta
郷
で
あ
っ
た（
本
道
の
一難
算
孵

:

化
事
業
の

歴
史
は
古
く
、
八
十
余
年
の
星
一一・一細和
を
関
し
c
い
る

。
人
煙
稀
な
本
適

の
内
陸
が
開
発
さ
れ
、
そ
れ
に
一一一一・ :っ
て
母
な
る
川
の
流
域
の
都
市
は

膨
脹
し
、
そ
こ
か
ら

一::- :
水
が
ド
ン

ド
ン

放
流
さ
れ
、
そ
れ
に

工
場
の

一城
液
、
農
村
か
ら
の
毒
液
流
出
と
い
う
わ
け
で

、
こ
れ
で
は
一一M一類
が

育
つ
わ
け
が
な
い

。
「人
、
が
何
十
年
も
先
に

き
て
仕

事
を
し
て

い

る

と
一J
ろ
へ
、後
か
ら
で
て
き
て

、人
、
の
仕
事
を
ぶ
ち
こ
わ
し
て
了
う

」

と
、
い
い
分
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を

、
お

-Ff-
け
と
し
て
、
河
川

を
．-ll;
水
汚
物
の
業
場
に

し
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
不
当
を
鳴
ら
す
-

lllf

は
漸
く
高
ま
っ
て
は
き
た
も
の
の

、
こ
こ

五
年
や
十
年
で

:

解

一一野
が
混

濁

，得
性
化
し
た
川
を
母
な
る
川
と
し
て
一一一一一う
に

よ
く
は
な
る
ま
い

、

入

，、石
狩
川
ど
こ
ろ
か

、と
い
つ
た
ら
恐
い
け
れ
ど
も
、
東
京
の
一m
、

東
京
湾
は

、
-H:
一
界
で

一
番
不
潔
な
海
と
--l-
わ
れ
る
の
だ
が

、
そ
こ
か

ら
整
れ

一・ハー一一u
、介
類
は

、
江
一:
，前
を
誇
つ
て
部
人
、
士
の
・一一一一一一解
を
一即
つ

て

い
ろ
の
だ
が

、
そ
れ
等
は
遂
先
刻
ま
で

、
湾
内
の
落
し
紙
の
粉
表
の

中
で
金
身
大
一陽
菌
の
付
許
し
た
代
物
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
（-

・一～・一一-

の
り
は

、
浅
く
て
奥
い

-fl-
で
と
れ
る
か
ら
渡
一異
の
り
だ
等
と
い
う

想

口
の
で
な
ぃ
う
ち
に

流
を
・r一
ご
す
河
川
を
満
潔
に

し
な
く
C
は
な
ら

な
い
の
に

、
二
ん
．・r
-

一ー
と
を
患
う

と
一石

狩
川
等
は

、
ま
だ
ま
だ
と
い

う
わ
け
だ
ろ
う（

本
道
の
一a一的
解

:

化
場
の
あ
る
川
が

、
n
な
一
，一川
と

し
て
の
役

:

目
を
果
し
得
る
状
態
に

な
る
ま
で

、
解
化
場
を
適
切
な
地

帶
へ
急
速
に

疎
開
す

る
こ
と
を
提
唱
す

る

。

差
当
り
思
い
つ
く
と
こ
ろ
と
し
て

、
北
見
、
索
谷
の
一一?-
・n :

::

凶
作
地

lllf
が
あ
る

。
あ
の
辺
は
よ
く
実
つ
た
年
は
例
外
の
年
で

、
資
源
，-
，

il

業
も
見
る
ぺ
き
程
の
も
の
は
な
く
、
勿
論
河
川
を
一一一一一一す
-:
う
・一一:一原
因

も
な
い

。
と
こ
ろ
が
ミ

ン

ク

の

一一一'一殖
と
:

i一一f
解
一
化

．
---
業
な
ら

、
一J
の

地
方
報
・一、地
条
件
の
よ
い
と
こ
ろ
は
な
ぃ
。
一一
れ
・

）の
f一
， i

i
f

:

-
-
-

一-
．

f
u

一在

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
設
に

微
微
た
る
も
の
で
あ
る

。

2



i

u

心

え
ば

、
八
年
間
の
永
い
水
族
館
動
務
か
ら
解
放
さ
れ

、
再
び
道

水
-li-
部
に

転
じ
ま
-・
た
が
感
慨
無
量
の

一
語
に

尽
き
ま
す

。

某
=
ご
挨
拶
が
て
ら

中
ノ

島
の
解
化
場
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
が

、

い
っ
:

，一れて
も
こ
こ
は

:

快
し
い
所
で
す
）

特
に
一昭
和
二
十
八
年
の
火

災
か
ら
ま
ぬ
が
れ
た
開
場
当
初
の
建
物
や
池
、
手
入
の
行
き
屈
い

た

一
構
内
の
庭
な
ど
を
眺
め
て
い
る
と

、
こ
こ
に

動
一Sll-
し
て
い
た
二
十
代

時
代
の
血
が
こ
ん
こ

ん
と
湧
き
出
一一・一'-'・
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た

。

偶
然
、

一一一- :-一
が
:

-一一一れた
そ
の
口
は

、
竹
谷
次
長
の
留

一期
交
庁
長
に

ご

一'一?
転
の
送
別
会
が
あ
り

、
解
内
の
名
物
接
の
下
で
開
か
れ
て
い
ま
し

た
）

私
も
a汁
の
同
僚
の
ご
厚
意
に

!
り
fll-
間
入
り
を
さ
せ
て
頂
い
た

が

、
往
時
の
感

一W一一
入
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た

。
さ
ら
に

現
在
本
場

嘱
、託
と
し
て
〈一一
，な
ぉ
か
く
し
や

く
と
-（:
水
一一一一一一界
に

ご
活
船
の
元
北

海
道
水
産
試
験
場
長
:
E

要
三
次
一 :

，
:

-

一
か
ら

「水
試
生
活
二
十
七
年
の
M一一

い
出

」
と
題
す
る
北
水
試
月
報
の
別
--1-
を
頂
く
に

及
ん
で

「思
い
出

を
一語
る
，一

に

は
来
だ
一
平
い
．一一，-一一一一一・と
思
い

な
が
ら
も
一
協
一1r 1
の
的
休
'一一 :

じ
が

た
く
、
こ
こ
に
一
制
文
を
草
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

。

染
退
第
化
場
時
代

昭
和
四
年
六
月
十
七
11
、
駒
ヶ

Ei-
が
爆
発
し
、
こ
の
一一一一一ハ
・

M
' :

複
-=
-l:

業
が
開
始
し
た
の
が

一a
年
四
月
、
一 :
1一一一は
後
の
三
代
:

=
北
海
道
離
'

的
一一一一 :

化
場
長

（当
時
道
-「水・順
．課
一一一0-一殖
係
． 一
野
川
情
俊
一 :一一 :

-一と
恩
師
藤
川
経

信
先
生
の
ご
推
確
で

、
昆
布
礁
復
1l-
事
業
-lt-
，，
，'
技
術
員
と
し
て

、
満

三
ヶ
年
、
尾
札
部
村
漁
業
組
合
に

奉
戰
し
た
の
で
す
が

、
一
応
=
的

も
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
転
戰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
，，
，'時

適
庁
水
産
操
養
敏
係
主
一・一，- :rl-
技
師
で
あ
っ
た
，-
田
一方
男
氏
に

、
一一
0

ll-

職
方
を
ご
-f
設
し
ま
し
た
と
こ
る

「一=-
高
水
一M-'
会
（
浦
河
町
）
，
-

一率
職

せ
ん
か

、
本
会
は
静
内
町
に

染
退
解
化
一一一一，を
経
、M
し
て
・・一一り、，
・
，-
-

，

，の

と
一．一ろ
会
の
財
政
は
四

一一一一一 :八
普
で
は
あ
る
が

、
一
年
辛

:

-一M:
す
れ
-「、

来
・ :
-
l一一 :-民

一一一三
十
七
力

処
の
解
化
場
が
道
一M
に

一一一一一一一=
と
な
り

、
従
来
の

解
化
場
1l-
は
そ
の
-
ま
通
--
一一一 :

-
:

用
に
-
:
:

-
-

，，、一一
の
だ
が

-
-
ど
，r

か
?
」

23

谷

口

達

孵

化

場

の

想

い

出

あ

れ

こ

れ

思
う

。

は 見

宗
谷
の
河
川
に
一一m-
'

点
を
お
い
て
解
化
-l:
業
・一一，
飛
-lla
さ
せ
る
こ
と

オ
・ポ
ー
ッ

ク

海
へ
の
出
漁
を
早
期
に

取
戻
す
た
め
に

も
有
効
と

22

一難
一算
:

が
国
際
魚
・

と
し
て
の
性
格
を
年
毎
に

演
厚
に

し
て
き
た
今
目

、

わ
が
国
が
米
ソ
加
等
に
-i-
し
て

、
目
本
か
ら
放
流
さ
れ
た
能
族
が
北

太
平
洋
を
舞
合
に

建
全
で
大
量
に

活
動
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る

た
め
に

は

、
関
係
国
の
交
換
視
察
団
が
い
つ
訪
れ
て
も
申
し
ぶ
ん
の

な
い
環
境
の
河
川
で
一n一化・一…一一業
を
行
つ
て
い
な
く
て
は
な
る
ま
い

。

農

、工
業
者
に

、
「何
十
年
も
人
の
あ
と
か
ら
き
て

」
と
文
」 :一…''
を
言

い
た
い
と
こ

ろ
だ
が

、
む
し
ろ
彼
等
に

一一一一化
場
の
移
転
疎
開
表
機
出

に
協
力
を
求
む
る
べ
き
機
会
に

今
日
一
護
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
ぅ
か

。

解
化
場
の
疎
開
は

、
国
内
的
問
題
と
し
て
よ
り
も
、
国
際
的
に

重

要
化
し
た
今
目

、
国
と
し
て
対
:

策
を
一一一'--・
，．、、、
ぺ
き
だ

。
特
に

根
室
、
北
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决

--9

水
一-ll-
一一一一一E一防
止
に

関
し

、
本
組
合
と
し
て
関
係
機
関
と
密
接
な

M一集
の
下
に

理
状
の
調

一一一一一
と
除
-～
-

施
設
の
完
一一m
を
促
進
し

、
今
後

の
工
場
施
設
等
に

つ
い
て
は
種
力
排
除
す
る
運
動
を
展
開
す
る
と

共
に

、一一一一一一画
防
止
の
立
法
化
に
努
力
す
る

。

〇
本
組
合
役
一-
改
選

総
会
に

於
一，・r・
-
役

」
--
の
改
選
を
行

，ぃ
別
記

（表
紙
英
面
記
一一m一一，-一
の

通
当
選
し
た

。

〇
最
近
一M
業
．i-
源
の
保
全
用
成
の
----
務
が
nート
ば
れ
サ
ケ
・
マ

ス

や
1ln
海
～

、の
-la
確
築
設
等
は
相
当
の
規
棋
を
以
て
実
施
さ
る

る
機
連
に

な
っ
た
こ
と
は
座
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る

。
就
中

サ

ケ
・
マ

ス
は
従
来
の
れ
．----
一部
業
を
護
る
外
広
く
北

一一= i
:一源

を
も
一一一-'=r一て
f:
成
す
る
計
画
で
、
し
か
も
こ
れ
に

対
し
て
は

北
一一一"lm
一 iw一一関
係
者
も
熱
心
に

ta
力
さ
る
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
時
と
し
て
批
測
一さ
れ
た

:

一

要
一一一一一一一業の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
こ
と

に
な
ろ
う

。

〇
こ
の
時
に
当
り
、
本
号
に
:

-
:

」
E=一一方---
民
の
天
一一一一一一確
下
へ
の
ご

進
識

「北
一m一一一一の
サ
ケ
・
マ

ス
解
化

一…一一一業
に
っ
い
て

」
を
述

べ
た
咫
-尺
記
の
寄
税
を
得
た
こ
と
は
時
J
'

一に
適
し
た
も
の
で

あ
る

。
ま
た
:

四

，民
の

「銀
一一一一ヤ
マ

べ
の
飼

「f放流
の
提
M
'・」

は
比
較
的
等
因
税
さ
れ
て
お
る
接
-f
の
----
城
の
効
率
用
進
:

策

と
し
て
ま
た
広
--1
源
造
一 :- :

-一の
解
化
場
の
取
開
論
等
は
関
一一一 :方

面
の
反
響
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う

。

〇
今
秋
の
能
1lS
は
1l=
和
三
十
三
年
度
の
大
一…一---採
那
数
五
値
七
千

万
条
粒
か
ら
で
た
一一一一」m一の
大
部
分
が
、
四
年
魚
と
し
て
同
帰

す
る
の
で
-:i
lfli
-ll-
:-
-

-lS
に

一一心ま
る
る
見
込
で
あ
る

。
近
年
の

四
年
同
期
の
同
帰
が
確
実
と
な
っ
て
お
る
の
で
大
に
期
特
し

て
よ
か
ろ
う

。

（-
田
記

）

昭
和
三
十
七
年
十
月
二
十
五
日

印
刷

昭
和
三
十
七
年
十
月
三
十

一
日

発
行

定
価

金

百

五
十

円

札
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一mli
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四
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一mm
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田
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一…一一

電
語
④
二
八
五
〇
一一一一一

札
幌

那

手
編

町

字
東
中

央

印
刷
所

三
陽
印
刷
株
式
会
社

i

l一一一一一一 :

〇
六
七
一九
七
番

札
S
市
北
三
条
西
七
丁
目

一
番
地

水
産
会
館
内
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代
表
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六
一
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